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【プロジェクト名】 

和文       中国朝鮮族社会における親密圏・公共圏の変容 

英文       Transformation of Intimate and Public Spheres in the Korean-Chinese Society 

【メンバー構成】 

研究代表者 許燕華 

幹事    許燕華 

メンバー 金花善・朴光星・朴祐・韓美蘭・全恵華・許燕華 

【ねらいと目的】（600 字程度） 

グローバル化の最前線とも言える現代の中国―なかでも、主な居住地が中国・朝鮮半島・

日本・ロシアと隣接している中国朝鮮族は、朝鮮半島から中国へ移住した歴史背景を持ち、

ここ 20 年の短期間に人口の 6割以上が中国国内・海外へ移動している。急速な経済成長、

人の移動、少子高齢化など圧縮された近代をあらゆる面で肌で感じる。 

本企画は、グローバール化・中国と東アジア諸国の関係変化というマクロ構造の変化に

伴う公共圏の変容のなかで、中国朝鮮族の東アジアなかでの移動を事例にとり、中国社会

と移動先社会でのその移動に関する文学、ジェンダー、再統合、送り出しの実態など多角

に的研究を進めることで、中国朝鮮族の「親密圏と公共圏の再編成」の分析に貢献するこ

とがねらいである。 

【活動の記録】 

研究会・ワークショップの場合は、開催年月日、報告者と報告題等 

調査の場合は、調査年月日、調査者、調査地、調査目的等 

その他の活動も含めて、研究期間中の活動について簡潔に記してください。 

① ワークショップ 

2011 年 8 月 8 日中国・延辺大学にて＜移動、家族、市民権－東アジア朝鮮族の親密圏

と公共圏変容＞ワークショップ開催。 

(1) 朝鮮族女性と移動―延辺某村を事例に(金花善)  

(2) トランスナショナルな人口移動とグローバールナネットワーク(朴光星) 

(3) 韓国学界における「在韓朝鮮族」研究状況(朴祐) 

(4) 高学歴者の労働力移動特徴及び決定要因―吉林省の事例から(韓)  

(5) 中国朝鮮族「離郷」文学と人口移動(全) 

(6) 日本と韓国における朝鮮族に関する比較的考察 (許) 

(7) 特講：人口構成の変化を及ぼす人の国際移動（Pr 安里） 

② 調査 



2011 年 8 月/9 月      延辺 人口移動と高齢者福祉に関する調査 

2012 年 2 月 21 日～3月 8日 延吉市・和龍市農村の人口構成変化と高齢者介護関する調査

【成果の概要】（800 字程度） 

 

ワークショップと二回の調査を通じて、下記のことがある程度明らかになった。 

中国朝鮮族研究においては、急速な移動が人口や産業の空洞化をもたらし、現在の自治

が成立せず、実態としての中国朝鮮族社会、およびアイデンティティが喪失されるという

悲観論が多い。しかし、実際の移動を主体的な存在としての中国朝鮮族として検討すると、

必ずしもそうではないことがわかる。 

2012 年 8 月 1 日・2 日、ワークショップで発表した各自の論文を、共著本として刊行す

るにあたり、出版に向けた最終方針の確認とまとめを目的とする国際会議を行う。 

 

集会タイトル：「＜中国朝鮮族社会における親密圏・公共圏の変容：移動する人々の主体性

に着目して＞（仮題）という本の出版に向けて」 

使用言語：中国語・日本語・韓国語 

セッション構成： 

初日：各自論文要点の発表 

二日目：全体出版向けキーワード及び方向性最終検討 

 

 

海外から招聘する研究者名： 

朴 祐 

韓 美蘭 

朴 光星 

 

【通信欄】 

（研究代表者記入） 

プロジェクト □次世代  ■次世代ユニット □男女共同参画に資する調査研究 

経費 予算額        (千円) 実績額 

 

 

ワークショップポスター及び発表内容 



 

 

 
延辺農村の模様 



 

  

 

延辺の都会・農村の高齢者利用施設（認知症専門病院・活動室・省老人ホーム） 

  

  


